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率が 正しく 認識され るので はない かとい うので ある。 

この 解釈 は 間違って いるか もしれ ない が、 しかしい く 

ら かこれ を 支持す るよう な 事実が 他に も 若干 ある。 

太陽 や 月の 仰角 を 目測す る 場合に 大抵 高く 見過ぎ る _ 

その 結果と して 日出 後 または 日没前の 一、 二 時間に は 

太陽が 特別に 早く 動く ような 気がする。 

山の 傾斜面で も その 傾斜角 を 大きく 見過ぎ るの が 通 

巧で ある 

これらと 少し 種類 はちが うが、 紙上に 水平に 一直線 

を 描いて、 その 真中から 上に 垂直に 同 長の 直線 を 立て 

ると、 その 垂直線の 方が 長く 見える。 顔の 長い 人が 鳥 



まで もって 行く と カリ カチュ ァが 一 番 正確な 肖像画に 

なる 勘定で ある。 

これに 聯 関して 思い合わされる こと は、 人の 容貌の 

しよ-つじ 

肖 似と いう ことに ついての 人々 の 考えの 異同で ある。 

例えば、 甲 某の 眼に は A 某と B 某と が、 よく 似て いる 

ように 見える。 

ところが、 乙 某に 云わせる と、 ちっとも 似て いない 

じ やない かと 云う。 これ は 甲と乙と で 着眼点が ちがう 

ためだと 云えば それまで である。 すなわち 甲に とって 

は A と B との 二人の 顔の 中で、 例えば 眼 だけが 注意の 

焦点と なる のに、 乙に は 眼 はそんな に 問題に ならない 



で 口許が 特に 大切な 特徴と なって 印象され る、 という 

場合が それで ある。 しかし またこう いう こと も ぁリ得 

る。 すなわち 甲 は A の 眼 を 少し 大きく 見過ぎ ている 代 

りに B の 眼 を 少し 小さく 見過ぎ ている、 そのために 実 

際 はかなり ちがった 大きさと 形 をした A B の 眼が 似て 

いるよう に 思われる と いう こと も 可能で ある。 

それから また こんな 場合 も ある。 甲が A という 異性 

の 容貌に 好悪い ずれ かの 意味で 特別な 興味 を もってい 

ると する。 しかし 乙 は A の 顔に なんらの 興味 を ももつ 

ていない とする。 そういう 場合に、 甲が B や C や D が 

A に似てい ると 云っても、 乙が 見る とちつ とも 似た と 



ころが 見付からない であろう。 

t 力た 

その場合には、 甲の 頭の 中には ちゃんと A の錡 型の 

ような ものが 出来て いるので、 BCD の 中に、 ちょつ 

とで も A に 似た ところが あると、 その 点 をつ かまえて、 

A の錶 型に あてがって、 そうして 他の 部分 を その 型に 

錡 直して しまう らしい。 

これと はまた 全く 別の 事で あるが、 われわれが 科学 

の 研究に 従事して いる 際に ある 一 つの 現象と 他の 一 つ 

の 現象との 間に 著しい 形式的な いし 本質的 類似が ある 

と 感じ、 そうして その 類似 を 解説し、 主張して みても、 

他の 観点に 立って いる 学者から 見る と、 一向に そんな 



類似 関係が 認められな いという 場合が 往々 ある。 

それが ために 甲に と つ て は ほとんど 自明 的と 思われ 

る ことが、 乙に と つ て は 全く 問題に もなら ない 寝言の 

ように 思われる こと も あるよう である。 

とにかく、 見る 眼の 相違で 同じ ものの 長短 遠近が い 

じょ • つぎ 

ろい ろに なったり、 二 本の 棒切れの どちらが 定規で ど 

ちらが 杓子 だか 分ら なくなった りする ために この 世の 

中に 喧嘩が 絶えない。 しかし、 また そのお かげで 科学 

が 栄え 文学が 賑わう ばかりでなく、 批評家と いったよ 

うな 世に も 不思議な 職業が 成り立つ わけであろう。 

(昭和 九 年 八月 『文芸 春秋』) 
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